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第四章は、 1965 年から 1974 年まで続いた性風俗の長期連載シリーズをとりあげている。記事の分析から明らかに
されるのは、 「土地」という要素を媒介にして展開されていた性風俗の「物語」から、しだいにその物語性が失われ
ていくありさまである。では、そもそもなぜこの時期の性風俗にとって「土地j という要素が必要であったのか。な
おかつそれが失われていったのはなぜなのか。 60 年代から 90 年代に至る性風俗の変化の潮流は「線から点へ」の性
風俗の変容として押えられ、 「線の性風俗」という物語構造を可能にした、要素・要素のつながり・社会的条件が、
連載記事の徽密な解読を通して構造論的に明らかにされてし、く。
第五章で論じられるのは、現代の性風俗の姿についてである。そのために 1970 年から 89 年までの 20 年分の目次























時代を代表するする性風俗として、 60 年代の「パンマ」→70 年代の「地元芸者」→80 年代の「韓国エステ」、と
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いう一連の流れを取り出し その流れの基層に目を注ぐことによって、漢字の「風俗」からカタカナの「フーゾク J
へ、という形で戦後日本人のセクシャリティーの変遷が、シンフ。ルな形式で、描き出すことが可能になった。さらにま
たアトラクティブな「性風俗」を作り上げるメディア上の技法として、異質な二つの要素を異常接近させることによ
って人々の想像力を刺激する共通の方式を抽出し、それをイタリアの著作者ロダーリに倣い「ファンタジーの二項式j
として定式化した(例示。あんま十パンパン→パンマ)。
本論文は、これまで学問的に問題にされもしなかった『アサヒ芸能」を取り上げ、「三面記事」の本質を「想像的
なものと現実的なものとの相互越境化」としづ形で理論的に規定し、雑誌分析に新しい境地を切り開いた。以上、問
題設定の的確さ、素材の新しさ、分析の着実性、オリジナリティーあふれる分析結果等々を勘案して、博士(人間科
学)に十分に値するものと判定した。
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